
篭

国
宝

弥
勒
菩
薩
半
珈
思
惟
像

弥
勒
菩
薩
半
珈
思
惟
像
（
宝
髻
）

十
二
神
将
十
二
服

阿
弥
陀
如
来
樅
像

不
空
紺
索
観
音
菩

薩
立
像

十
一
面
千
手
観
音
立
像

贋
隆
寺
縁
起
資
財
帳

廣
隆
寺
資
財
交
替
実
録
帷

桂
宮
院
本
堂

（
以
上
二
十
点
）

重
要
文
化
財

千
手
観
音
坐
像

毘
沙
門
天
立
像

吉
祥
天
立
像

如
意
怖

観
音
半
珈
像

不
動
Ⅲ
服
坐
像

薬
師
如
来
立
像

蔵
王

権
現
像

阿
弥
陀
如
来
立
像

聖
観
音
立
像

吉
祥
天
立
像

埋
木
地
蔵
立
像

Ⅱ
光
菩
薩
立
像

Ⅱ
光
菩
薩
立
像

弥
勒

菩
陳
堆
像

菩
薩
立
像

吉
祥
天
立
像

大
Ⅱ
如
来
坐
像

蔵
王
椎
現
像

吉
祥
天
立
像

聖
徳
太
子
孝
養
像

端
長
天

立
像

持
凶
天
立
像

広
目
天
立
像

五
髻
文
殊
菩
薩
坐
像

多
聞
天
立
像

秦
河
勝
像

同
夫
人
像

吉
祥
天
立
像

大

日
如
来
坐
像

地
蔵
菩
薩
坐
像

虚
空
蔵
菩
薩
坐
像

能

恵
法
師
絵
訓

ト
ー
天
剛
像
十
二
川

准
岻
仏
隊
Ⅲ
像

三

千
仏
図
絵

鉄
鐘

講
堂

（
以
上
川
十
八
点
）

The K6ryOji Temple

Thc K6ryO-ji TclllI)le, bclonging lo lllc Shingon Scct ol､Buddllism，

is the oldest templc ln Yamashiro，Kvolo. ll is said to have beell

ibunded in 6()3 and is ollc o l. sCven large lemp lcs i l1 J al)an consIructed

by pl･i11じC S116tOku (573-62 1 ).

TI1c pre5cnt lectllrc hall ((hc K6d6) is the oldest building in Kyoto!

conslrllclcd in ll65. EnshrinCd in the lccturc hall al･e a hUge, 8-fbol

h igll,s“にd wooden imagc ol､the AmidaNvorfli（anaU⑪I1alIrcasurc),

a s(aluc ol~ the､liz6-BaSatsL' (an impoI･tanl culU'l･al l)rop,grty) lo the

｢i2l11ol･Ihe Amida Nvoraiandastatucofthc KokOm-B“alsu伽n
－

impo'･lant cu1tLII･al pl･operly) tO the leil. Behind thc lccture hall is the

J6g[I6in (thc maill ll[111), whe'･e a wooden statuc, Said by tl･adition lO

be⑪I､prince Sh6toku at aboL11 33 ycars of age, is enshrined as the

princip[11 image. The presen1 .16gO6in building was reconsIrucled in
172()．

To Ihc norlh ol. lhe precincIs oI, thc tcmple is the Kcig(iin (a nationill

lI･eaNul．e). This is an octagonal o1]e-story building mcasul･ing 75 iもet

onc“hsidean(|'･oolbd willl .lapancse cypl･ess bark. Tllis bl'ilding

of hislO'･ical interesl was c()I1sI'-LIc(ed i'1 1251 and iS usllally callcd

the'!Hakkak''d6 (the oclagonal hall)'' by local rcsidCntS.

BchillLI Ihe -1()9fi6ill is Ihc SI1111-ReihOdel1 (lhc lrcaslIrc hall) whcl･c

fI val･iely of valUable statucs of the BL'ddha arc storcd il1cILlding onc

famous wooden siatue of lhe ''Miroku-Bosa(sl'1! dali''g n･onl thc

Asukfl Pel･iod (552-645). it was designaled as a lllllionfll 1reasLIre ill

1951､bccoming lhc lirgt designated nalioI1al lI･eaSUre in Japal1.
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d帆誼 出:

ヱ号ｽ1(廣隆寺）

ヱ尋ｽ1(厩隆寺）習名劉剋ぞ91人}3旦呈. =oi五私署11唾(603巴）
叫|土星手口|ｽﾄﾌ}･萢智訓叫工割引ILI司皇芒｡トロ}人1星(叉豆）ス幟｡11
判フ崎呈副1週人}3o1ri ,土屋子EIIｽﾄﾌ｝牡刹祉剋暑7 [II人1-劉号gl
gl･し}制し1斗．

1 165'dol社詞製「号号」是正臣｡IIA1フ}刊･呈叫隠忍寿号9jLIq･.
召号叫|芒笠｡I Qf 2m 40cmoll ol三芒o}nI EI･cl 41fl(牙且)号号判旦
呈,1皇二等｡1モス崎且竺付(号且是卦ｽ1)、判琴旦呈芒司吾智且曾
骨(号且是卦ｽ11）号｡I牡えIElol RI合しl叫.召-3 91割善叫1\ ql号社｡1
さll3さトモ王子皇ql(上‘肖王院)｡1旱1スI司・工飢旦叫，暑髻智呂33州|早
W 21土星子FIIｽﾄ(573-621）ザ旦呈 祖司IL}|司皇岩 号王 壬zl･9･ol
ql･xlz1ol飢合し1匡}.割ｽﾘgiそl号呂1 720'd叫Iス1個丘I罰合し|叫．

割LIIgl号考｡1芒謬11 ｡1弄剋(維宮院�牙且)ol flxl8}ヱ蝕含L1叶ol
a号筈l2511doIIa剥圧|勧舎1－I呼子11 ol子剋暑1=gl 3z}剋計召壬

号里IWlgl aol岩叫2m 30cm,ス1号名生舎し}早召召呈ol ol凋訊
合しに}･曽人}司旦三号皇註裡暑号呈．曾咄司旦呈割外字里(八角堂）
斗ヱ号己|工飲舎LIq.
窒赴 王子皇9191割善坤|そ 細引Iol立剋(新霊寶殿)o1判え'さ}ヱ矧旦

叫．。’妥酬I芒叫キヨ孑1号赴呈緋ol qlx1 EI工瓢含叫じ1･.1号gl
さ)しﾄﾌ}･･ﾄﾑｦ}･人1[}1(552～645)叫l吐吾olぞl什噌赴号王['1号且曾俳
皇呈，1951尅叫1号且却11立呈ス1智到剣昔L1叫．
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阿
弥
陀
三
噸
立
像

薬
師
如
来
立
像

不
動
明
王

弘
法
大
師

理
源
大
川

道
Ｈ
州
都
を
祀
る

雅
鳥
時
代
の
弥
勅
菩
薩
半
珈
忠
惟
像
（
川
宝
）
を
は
じ
め
、
天
平
・
仏
仁
・
貞
観
・
雌
服
・
鎌
倉
と
各
時
代
の
仏
像
を
祀
る
。

桂
宮
院
本
堂
（
国
宝
）
別
名
八
角
円
堂
（
非
公
開
）

ち
ゅ
う
か
ん
し
よ
う
に
ん

聖
徳
太
子
が
郷
野
別
浄
を
起
こ
さ
れ
た
と
こ
ろ
と
伝
え
ら
れ
現
在
は
広
降
寺
の
奥
の
院
と
称
さ
れ
る
。
現
在
の
処
物
は
建
長
・
一
一
年
（
三
五
一
Ｅ
中
槻
化
人

ｒ
・
“
乱
‐
〃

澄
禅
に
よ
り
再
建
さ
れ
た
。

歴
代
天
皇
が

毎
年
ト
ー
Ⅱ
一

新
霊
宝
殿

薬
師
堂

地
蔵
堂

Ｊ
あ
や
吃
と
い
め

く
れ
は
上
叩
め

太
秦
川
神
、
瀧
織
女
、
呉
秦
女
を
祀
る

平
安
叶
代
に
我
国
繁
栄
の
為
に
仏
法
大
川
が
諦
人
安
産
、
子
孫
繁
栄
の
御
普
噸
に
基
き
伽
製
作
に
な
っ
た
腹
帯
地
蔵
尊
で
あ
る

太
秦
殿

講
堂
（
屯
要
文
化
財
）

識
堂
は
水
万
元
年
（
二
六
脈
）
に
Ｗ
処
さ
れ
た
蝋
洛
雌
古
の
雌
物
で
、
併
に
亦
蝋
と
い
う
。
中
央
に
川
方
極
楽
浄
北
で
説
法
を
さ
れ
て
い
る
印
を
紬
ぶ
阿
弥

少画
Ｆ
，
今
・
副
い

ぎ
』
や
宮
・
却

作』
マ
で
。
？

棺
抄
マ
」
わ

理』
み
、
も
う

こ
〃
、
う
□
ぎ
み

岻
仁唇・和｝

ざ
・一、、訓

陀
如
来
坐
像
（
国
宝
）
、
地
蔵
菩
薩
坐
像
（
重
文
）
、
虚
空
蔵
菩
薩
坐
像
（
重
文
）
を
祀
る
。

広
隆
寺
沿
革

こ
。
う
り
由
・
う
い
し

ｌ
Ｌ

。｜
呈
八
則
喝
・
了

広
隆
寺
は
推
古
犬
皇
十
一
年
（
六
○
三
）
に
建
立
さ
れ
た
山
城
蚊
古
の
寺
院
で
あ
り
、
聖
徳
太
子
建
立
の
Ⅱ
本
七
大
寺
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
寺
の

帖
助
か
か

で
喝

じ
た
の
き
み
で
も

う
ｆ
寺
急
．
守
ら

名
称
は
、
古
く
は
蜂
岡
寺
、
秦
公
寺
、
太
秦
寺
な
ど
と
言
わ
れ
た
が
、
今
Ｈ
で
は
一
般
に
広
隆
寺
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

仏
全
心
〃
小
か
函
．

た
ま
巾

三
ｕ
人

ぞ
ん

広
降
寺
の
成
立
に
就
い
て
、
Ⅱ
本
苫
紀
に
よ
る
と
秦
河
勝
が
哩
徳
太
子
か
ら
仏
像
を
賜
り
そ
れ
を
御
本
尊
と
し
て
建
立
し
た
と
あ
り
、
そ
の
柳
本

Ｌ
』
。
・
ト
ー
こ
み
た
い
に
刑
み
く
ち
よ
斗

尊
が
現
存
す
る
弥
勒
菩
薩
で
あ
る
こ
と
が
脳
隆
寺
資
財
交
替
実
録
帳
を
見
る
と
明
ら
か
で
あ
る
。

魁
た

Ｌ
ぞ
＃

よ
．
即
‐
琶
亘
ん
岾
今

お
叩

秦
氏
族
が
大
勢
で
日
本
に
渡
来
し
た
の
は
日
本
書
紀
に
よ
る
と
第
十
五
代
応
神
天
皇
十
六
年
で
、
主
は
養
蚕
機
織
の
業
で
あ
り
、
そ
の
他
に
大
陸

や
半
島
の
先
進
文
化
を
我
が
川
に
輸
入
す
る
こ
と
に
も
努
め
腱
緋
、
雌
澗
等
、
当
時
の
地
方
産
業
発
達
に
貢
献
し
て
い
た
。

我
が
国
に
大
陸
文
化
を
移
し
産
業
と
文
化
の
発
達
の
源
流
・
経
済
の
中
心
と
も
な
っ
た
太
秦
の
、
こ
の
広
隆
寺
は
、
衆
生
済
度
の
道
の
探
求
、
仏
法

レ
マ
一
宮
▲
皿
へ

わ
ら

．
』
｜
う
と

少十
ご
人

げ

へ
の
絶
対
的
な
帰
依
、
そ
し
て
〃
和
を
似
っ
て
貴
し
と
為
す
″
平
和
な
世
界
を
め
ざ
さ
れ
た
慈
悲
の
権
化
で
あ
る
聖
徳
太
子
の
、
叩
想
の
実
現
に
尽

宇
守
可
令
喀
’
一
、
叩

品
・
可
１

４
．
ょ
・
叩
ち
よ
、
柳

力
し
た
秦
氏
の
功
業
を
伝
え
る
雌
も
重
要
な
過
跡
で
あ
り
、
偏
仰
と
芸
術
の
美
し
い
洲
和
と
民
族
の
貴
い
融
和
協
調
と
を
如
実
に
語
る
日
本
文
化
の

上
宮
王
院
太
子
殿

享
保
十
流
年
二

七
三
（

広
隆
が
は
弘
仁
九
年
（
八
一
八
）
に
火
災
に
巡
っ
た
が
、
秦
氏
川
身
で
弘
法
大
師
の
弟
子
で
あ
る
道
昌
仙
郁
に
よ
っ
て
仰
興
、
更
に
久
安
六
年
（
二

五
○
）
に
も
炎
上
し
、
復
興
き
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
腱
々
の
災
禍
に
も
拘
わ
ら
ず
、
多
く
の
仏
像
が
現
在
も
護
持
さ
れ
て
い
る
事
を
思
う
と
、
こ
れ
ら

の
仏
像
が
い
か
に
強
い
信
仰
の
対
象
で
あ
る
か
が
、
う
か
が
わ
れ
る
。

一
‐
人
宝
庫
で
あ
る
。

弥
勤
斗
曾
必
腿

ｌ
ｕ
４
・
く
・
“
く
Ⅱ

Ⅲ
卜
さ
』
、
ツ

ー
七
三
○
）
に
再
建
さ
れ
た
入
母
屋
造
の
堂
。
本
尊
に
聖
徳
太
子
像
を
Ⅱ
る
。
こ
の
太
子
尊
像
に
は
、
太
子
の
偉
徳
功
業
を
景
仰
せ
ら
れ
る

こ
ふ

馬
喋
一
人

三
浬
う

二
一
一
｝
、
く
公
一
・
部

�
即
位
大
礼
に
御
薪
川
の
黄
柵
染
御
抱
の
御
束
帯
が
即
位
後
叩
進
さ
れ
て
各
天
皇
御
一
代
を
通
じ
て
伽
召
し
に
な
る
な
ら
わ
し
で
あ
る
。

一
十
二
Ⅱ
の
聖
徳
太
ｆ
御
火
焚
祭
に
特
別
Ⅲ
岬
。

ー

＝!￥

Ｌ
ゆ

み
せ
ん

と
冬
っ
て
ん

弥
勒
幣
唯
は
、
頒
弥
川
の
弥
勒
浄
上
と
い
わ
れ
て
い
る
兜
率
天

に
て
、
菩
薩
の
行
に
つ
と
め
ら
れ
、
諦
天
に
説
法
し
、
お
釈
迦
さ

ま
に
か
わ
っ
て
す
べ
て
の
悩
み
、
苦
し
み
を
お
救
い
く
だ
さ
り

心
ひ

眼
し
い
道
へ
と
お
導
き
下
さ
る
慈
悲
の
仏
さ
ま
で
す
。

こ
の
半
珈
思
惟
像
は
、
．
切
衆
生
を
い
か
に
し
て
救
お
う
か
と

考
え
て
い
る
」
お
姿
を
表
し
て
い
ま
す
。

国
宝
第
一
号

盈
ろ
凸
、

ぽ
部
」
つ

姓
ん

か
し

い
ぞ
う

弥
勒
菩
薩
半
珈
思
惟
像


